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In Odaka-ku, Minami-Soma City, Fukushima Prefecture, the disaster of tsunami and nuclear power accidents resulted in a large 

amount of vacant properties. It is one of specific characteristics that nobody can decide the future. Under such circumstances, sufferers 

use vacant lands and buildings for other returnees and support persons from outside tries to use based on the needs of residents. To 

utilize open spaces, plural channels between owners and users and flexible funds are very important. 
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しての価値の有無や現状変更規制の内容及び範囲等につ

いて判断を行うものではない以上、当該判断については

箱根町においてする仕組みが求められたようである。そ

のため、葉山町の場合には、景観財としての価値の有無

や現状変更規制の内容及び範囲等について判断を行う仕

組みを設ける必要が出てくる。以下では、箱根町のその

他条例である「箱根町文化財保護条例の一部を改正する

条例の制定について」を参照しつつ、対象を主として景

観重要建造物とすることに伴って必要となる修正をする

形でその他条例案を提示する。 

 

〇葉山町景観法施行条例の一部を改正する条例 

 

(特定景観形成建造物の登録) 

第●条 町長は、次の各号に定める建造物のうち、良好

な景観の形成に重要な建造物で、保存と活用を図るため

に特に必要と認められるものを、特定景観形成建造物に

登録することができる。 

⑴ 景観法第 19 条第 1 項に規定する景観重要建造物 

⑵ その他、町長が特に認めたもの 

 

(登録の申請) 

第●条 前条各号に定める建造物の所有者で、前条の登

録を受けようとする者は、申請書を町長に提出しなけれ

ばならない。 

2 前項の申請を行うときは、所有権又は借地権を有する

者(当該申請を行おうとする所有者を除く)があるときは、

あらかじめ、これらの者の同意を得なければならない。 

 

(登録に係る景観審議会の意見聴取) 

第●条 第●条の登録をするにあたって、町長は、あら

かじめ第●条に定める葉山町景観審議会の意見を聞くも

のとする。 

 

(特定景観形成建造物の管理) 

第●条 第●条の特定景観形成建造物の所有者は、この

条例並びにこれに基づく規則及び町長の指示に従い、そ

の特定景観形成建造物を管理しなければならない。 

 

(登録の抹消) 

第●条 特定景観形成建造物が、その価値を失った場合

その他特別の理由があるときは、町長は、葉山町景観審

議会の意見を聞き、その登録を抹消することができる。 

 

(登録等の告示及び通知) 

第●条 町長は、第●条の規定による登録をしたとき、

又は前条の規定により登録を抹消したときは、その旨を

告示し、かつ所有者に通知しなければならない。 

(特定景観形成建造物の所有者の変更の届出) 

第●条 特定景観形成建造物の所有者が変更したときは、

新所有者はすみやかにその旨を町長に届出なければなら

ない。 

 

(特定景観形成建造物の現状変更の許可等) 

第●条 特定景観形成建造物の現状を変更し又は保存に

影響を及ぼす行為を行うときは、あらかじめ町長の許可

を受けなければならない。 

2 当該建造物の所有者は、前項の許可の申請を行おうと

する場合、あらかじめ別に定める当該建造物の保存及び

活用の促進に関する計画(以下「保存活用計画」という。)

を策定し、町長の同意を得ておかなければならない。 

3 町長は、特定景観形成建造物の所有者に対し、保存活

用計画の策定や現状変更等に関して、必要な指示のほか、

指導や助言等の技術的指導を行うことができる。 

4 保存活用計画を変更するときは、町長の同意を得なけ

ればならない。 

 

(特定景観形成建造物の修理状況等の報告と立入り調査) 

第●条 町長は、必要があると認めるときは、特定景観

形成建造物の所有者に対し、その現状又は管理、修理若

しくは復旧の状況につき報告を求め、所有者の同意を得

て立入り調査を行うことができる。 

 

(景観審議会の設置等) 

第●条 町における良好な景観の形成に関する重要な事

項を調査審議するため、町長の附属機関として、葉山町

景観審議会を設置する。 

2 葉山町景観審議会は、この条例により定められた事項

その他町長の諮問する良好な景観の形成に関する重要事

項を調査審議し、答申する。 

3 前項に定めるものの他、葉山町景観審議会は、良好な

景観の形成に関し町長に意見を述べることができる。 

4 葉山町景観審議会の組織及び運営に関し必要な事項

は、規則で定める。 

以上 

 

５ おわりに 
遺産の保存継承により新旧の住民の交流が生まれ、周

辺の住環境に対して何らかの変化が生じ始めていること

も事実であるが、継続して支援をしていく中で、周辺の

住環境に対してどのような影響があるのか検証していき

たい課題でもある。最後に、NPO 法人葉山環境文化デザ

イン集団の皆さんをはじめ、紙面の都合上、掲載できな

かった多くの協力者に感謝申し上げたい。 
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